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東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

復
興
へ
引
き
続
き
支
援

昨
年
３
月
の
定
例
議
会
中
に
東

日
本
大
震
災
が
起
き
た
こ
と
は
今

も
記
憶
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
す
で
に
一
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
市
と
い
た
し
ま
し
て

は
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
を

通
じ
て
、
市
民
の
皆
様
と
一
体
と

な
り
、
被
災
者
の
方
々
や
被
災
地

の
復
旧
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
機
に
、
静
岡
県
の
浜

岡
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
を
中
部

電
力
本
社
に
出
向
き
要
請
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
被
災
地
の
復

興
お
よ
び
避
難
者
に
対
し
て
、
で

き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

防
災
に
対
す
る
意
識
向
上

震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
防

災
に
対
す
る
市
民
意
識
が
一
段
と

高
揚
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
、
25

年
度
の
継
続
事
業
と
し
て
市
防
災

行
政
無
線
同
報
系
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
、
平
成
24
年
度
に
は
「
甲

州
市
地
域
防
災
計
画
」
等
の
見
直

し
を
行
い
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
や
自
主
防
災
会
へ

の
資
機
材
整
備
の
補
助
の
充
実
な

ど
を
実
施
し
、
更
な
る
地
域
防
災

の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
本
市
で
の
災
害
で
危
惧

さ
れ
る
地
震
は
、
教
育
現
場
で
も

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
平
成
24
年

度
に
は
、
塩
山
中
学
校
南
館
な
ど

の
耐
震
補
強
工
事
や
塩
山
北
中
学

校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
を
実
施

し
、
平
成
25
年
度
に
は
、
市
内
の

全
て
の
小
中
学
校
の
耐
震
工
事
を

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

効
果
的
な
財
源
運
営
へ

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成

国
の
地
方
財
政
対
策
や
経
済

情
勢
の
推
移
等
に
留
意
し
、
財

政
運
営
の
更
な
る
健
全
化
を
推

進
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
当

初
予
算
の
編
成
は
、
全
庁
一
丸

と
な
り
経
費
の
削
減
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
従
来
か
ら
の
「
枠
配

分
方
式
」
に
加
え
、
職
員
提
案
に

よ
る
新
た
な
歳
入
の
確
保
策
や
経

費
の
削
減
策
、
特
色
あ
る
事
業
の

提
案
を
奨
励
す
る
「
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
方
式
」
を
新
た
に
導
入
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
、
効
果
的
配
分
な
ど

の
創
意
工
夫
を
行
い
、
「
第
一
次

甲
州
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
施

策
の
着
実
な
推
進
を
図
る
こ
と
と

し
、
予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

３
月
議
会
　
市
長
の
所
信
表
明
（
要
約
・
抜
粋
）

児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
促
進平成２４年甲州市議会３月定例会は、２月２７日から３月２６日ま

での日程で開会されました。初日の本会議では、田辺市長の所信表明
が行われ、主要事業の進捗状況などを報告しました。



３月議会　市長の施政方針

３ 広報こうしゅう

市
政
運
営
の
基
本
と
な
る

総
合
計
画
見
直
し
を
実
施

本
市
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
や

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
の
市

政
運
営
の
基
本
と
な
る
総
合
計
画

は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
ま
で
の
10
年
間
が
計
画
期
間
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
中
間
年
と
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
５
年
間

へ
向
か
う
に
当
た
り
、
現
在
の
甲

州
市
の
特
性
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
等

を
考
慮
す
る
中
で
、
中
間
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
推
進
し
て

お
り
ま
す
「
第
２
次
行
政
改
革
大

綱
」
で
は
、
量
の
改
革
か
ら
質
の

改
革
へ
重
き
を
置
き
、
市
民
の
満

足
度
の
向
上
や
行
財
政
運
営
の
適

正
化
と
効
率
化
を
図
り
、
新
た
に

基
本
理
念
へ
「
安
心
」
を
加
え
、

防
災
面
に
お
け
る
施
策
の
充
実
な

ど
の
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
も
本
大
綱
に
基
づ

き
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進

に
取
り
組
む
と
共
に
、
引
き
続
き

市
の
事
務
事
業
の
第
三
者
評
価
を

実
施
し
、
事
業
ご
と
の
評
価
の
妥

当
性
と
今
後
の
事
業
の
方
向
性
を

判
断
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

１，

５
９
９
万
５
千
円

甲
州
市
を
愛
し
応
援
し
よ
う
と

す
る
多
く
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
平
成
23
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
金
は
、
１，

５
９
９
万
５
千

円
と
な
り
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
は
、
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
こ
の
寄
付
金

を
財
源
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
や
安
心
で
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
等
に
活
用
し
、
寄
付
さ
れ

た
皆
様
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

充
実
し
た
緑
の
空
間
へ

多
目
的
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

現
在
の
勝
沼
庁
舎
は
昭
和
44
年

の
竣
工
で
あ
り
、
来
庁
者
お
よ
び

職
員
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
勝

沼
庁
舎
に
隣
接
す
る
勝
沼
庁
舎
別

館
の
耐
震
工
事
を
平
成
24
年
度
に

行
い
、
平
成
25
年
度
か
ら
地
域
総

合
局
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
、

改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
旧
市
役
所
本
庁
舎
に
つ

き
ま
し
て
は
建
物
を
取
り
壊
し
、

敷
地
は
防
災
機
能
を
有
し
、
市
民

誰
も
が
く
つ
ろ
げ
、
幅
広
い
交
流

が
図
ら
れ
る
緑
の
空
間
と
し
て
の

多
目
的
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
し
て

活
用
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か

ら
整
備
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

本場イギリス・フランスが認めた
甲州種ワインの将来性

「甲州種ワインを欧州に本格輸出」と市内外のワイナ
リーで組織するＥＵ（欧州連合）輸出プロジェクト委
員会と甲州市、山梨県は、２月１９日から２４日の期
間、イギリス・ロンドンとフランス・パリで日本固有
の在来品種ブランド「甲州種ワイン」のプロモーショ
ン活動を行いました。

国のジャパンブランド育成支援事業により３ヵ年計
画のプロモーション活動は、年を重ねる度に実を結び、
現在では県内６社（内５社が市内ワイナリー）が世界
のワイン消費の最先端である英国に輸出されるなど、
甲州種ワインの認知度が高まってきました。

特に、世界一のワイン生産国であるフランス・パリ
で初開催した試飲会では、「繊細で料理の良さを助長さ
せるワイン」と現地ワインジャーナリスト、ソムリエ
から良好な評価を受けました。この評価は、日本を代
表する甲州種ぶどう栽培も同時に認められ、日本の産
業が新たな一歩を踏みだしたといえるでしょう。

現
地
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
強

い
印
象
を
与
え
ま
し
た
。

甲
州
種
ワ
イ
ン
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
田
辺
市
長

ポケットパークへと整備される市役
所旧本庁舎

甲州市・甲州市観光協会
公式ホームページが

リニューアルしました！

近年、多様化する利用者ニー
ズに対応するため甲州市と甲州
市観光協会は、この度、公式ホ
ームページをリニューアルしま
した。今後も甲州市の旬な情報
や魅力をより多くの方に発信し
ていきます。

甲州市観光協会ホームページ
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効
果
的
な
教
育
の
推
進
へ

教
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
導
入

情
報
化
の
推
進
で
は
、
小
中
学

校
の
教
職
員
の
１
人
１
台
パ
ソ
コ

ン
を
平
成
24
年
度
か
ら
導
入
い
た

し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
な

シ
ス
テ
ム
運
用
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
状

況
を
実
現
し
、
積
極
的
に
情
報
の

共
有
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
効
果
的
な
教
育
活
動
を
継
続

的
に
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
情
報
系
の
電
算
シ

ス
テ
ム
や
職
員
１
人
１
台
パ
ソ
コ

ン
も
合
併
か
ら
６
年
が
経
過
し
て

い
る
た
め
、
新
シ
ス
テ
ム
に
更
新

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果

的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
個

人
情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
及

び
業
務
の
効
率
化
な
ど
を
実
現
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
お
い

て
不
可
欠
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す

「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
甲
州
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
」
の
皆
様
に
よ
り
推
進

計
画
の
策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
も
な
く
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
は
、
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
自
ら
が

取
り
組
む
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
積
極
的
に
支
援
事

業
を
展
開
し
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

保
全
と
創
造
の
重
点
施
策

環
境
基
本
計
画
を
策
定

現
在
策
定
中
の
「
環
境
基
本
計

画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
の

保
全
と
創
造
に
関
す
る
目
標
お
よ

び
重
点
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
と
共
に
、
本
市
の
も
つ
環

境
資
源
や
自
然
的
・
社
会
的
特
性

を
活
か
し
た
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
市
民
、
事
業
者
の
皆
様
と

協
働
に
よ
り
、
環
境
施
策
の
積
極

的
な
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

へ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
９
年

間
の
障
害
者
総
合
計
画
を
策
定

し
、
「
障
害
の
あ
る
人
と
共
に
歩

み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、

甲
州
」
を
理
念
と
し
て
、
障
害
福

祉
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

総
合
計
画
の
下
で
３
年
ご
と
の

障
害
福
祉
計
画
は
、
現
在
、
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
、
第
３
期
障
害
福
祉
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
お
り
、
障
害
を

持
つ
子
供
の
支
援
な
ど
、
障
害
者

が
よ
り
良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
計
画
を

定
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
お
け
る
高
齢
化

率
が
、
今
後
も
上
昇
す
る
と
予
想

さ
れ
る
な
か
、
現
在
、
平
成
24
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
高
齢

者
福
祉
計
画
・
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

子
ど
も
達
を
健
や
か
に

育
て
る
環
境
づ
く
り
へ

次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
医

療
費
の
窓
口
無
料
化
を
、
小
学
校

６
年
生
ま
で
延
長
し
ま
す
。

更
に
入
院
に
限
り
中
学
校
３
年

生
ま
で
医
療
費
の
助
成
を
継
続
す

る
こ
と
に
よ
り
、
乳
幼
児
等
の
疾

病
の
早
期
発
見
・
治
療
を
行
い
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
の
園
庭
芝
生
促

進
事
業
の
推
進
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
育
て
を
応
援
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
け
る
料
金
の

一
部
助
成
な
ど
、
子
ど
も
達
を
健

や
か
に
育
て
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

観
光
振
興
策
で
更
な
る

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

昨
年
12
月
に
実
施
し
た
ト
ン
ネ

ル
健
全
度
調
査
の
結
果
、
漏
水
と

経
年
劣
化
に
よ
り
、
第
３
者
被
害

が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
、
大

規
模
対
策
が
必
要
と
の
報
告
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
、
緊
急
閉
鎖
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道
は
、

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注

目
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
調
査
を
行
い
、
対
応
策
を
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
更
な
る
観
光

振
興
と
し
て
、
観
光
関
連
諸
施
設

の
維
持
・
管
理
の
充
実
、
談
合
坂

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
利
用
し
た
情

報
発
信
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み

を
含
め
た
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
を
柱
に
、
地
域

活
性
化
と
交
流
人
口
の
増
大
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
地
域
の
醸
成
化
を
図
る

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
創
造

市
で
は
、
甲
州
市
総
合
計
画
並

び
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
快
適
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
将

来
の
都
市
像
に
向
け
て
、
平
成
26

年
度
に
用
途
指
定
地
域
、
都
市
計

子ども達の提案が実現
市民バスにマスコット誕生

勝沼地域を運行する市民バスに、昨年、平成
２３年に卒業した祝小学校の皆さんが田辺市長
に提案したマスコットをラッピング。甲州市の
果実をイメージした「かわいらしい３人！」は、
新たなマスコットキャラクターとして、更なる
活性化と共に地域を巡ります。

左から
モモン・カッキー・ブード
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画
道
路
計
画
等
の
見
直
し
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

24
年
度
か
ら
都
市
構
造
の
形
成
に

も
取
り
組
み
、
中
長
期
道
路
網
計

画
と
併
せ
、
基
本
と
な
る
土
地
利

用
と
都
市
構
造
の
再
考
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
塩
山
市
街
地
、

地
域
を
主
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
を
通
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

周
知
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
平

成
24
年
度
は
、
勝
沼
お
よ
び
大
和

地
域
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
周
知
と
気
運
の
醸
成
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

商
業
地
域
の
活
性
化
を
図

る
商
業
振
興
計
画
の
策
定

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
現
在
策
定
中
で
あ
り
ま
す
甲

州
市
商
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

総
合
的
・
計
画
的
な
商
業
振
興
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
空
き
家
店
舗
対
策
事

業
と
し
て
、
新
規
に
出
店
す
る
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
商
工
会
が
取
り
組
む
「
住
ま

い
の
相
談
室
魅
力
創
出
事
業
」
に

対
し
引
き
続
き
支
援
を
行
い
、
市

内
リ
フ
ォ
ー
ム
建
設
事
業
の
拡
大

を
図
り
、
産
業
振
興
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
芸
術
文
化
の
拠
点

市
民
文
化
会
館
を
整
備

中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

に
向
け
て
は
、
施
設
整
備
や
教
材

等
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
来
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
４
月
か
ら
新
た
な
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
く
授
業
が
始
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
と

学
校
が
連
携
し
て
、
授
業
が
円
滑

に
実
施
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

給
食
調
理
場
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
教
育
委
員
会
で
給
食
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
た
め
の
基
本

的
な
考
え
方
と
建
設
予
定
地
を
決

定
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
で
構
成
す
る
検

討
委
員
会
も
随
時
開
催
し
、
配
送
、

調
理
、
食
材
部
門
な
ど
の
運
営
面

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
の
リ
二
ュ

ー
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
24

年
度
、
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
設
備
・

舞
台
照
明
・
舞
台
音
響
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
芸

術
・
文
化
へ
の
創
造
が
一
層
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
勝
沼
体
育
館
に
つ
き

ま
し
て
は
、
建
設
か
ら
28
年
が
経

過
し
老
朽
化
が
著
し
く
、
市
民
の

皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
平
成
24
年
度
に
大

規
模
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
こ
れ
ら
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
活
用
し
市
民
の
健
康

増
進
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３月議会　市長の施政方針

地域医療の充実
大藤診療所に新所長就任
大藤診療所は、４月から新所長に樋口勝弘さ

んが就任され、基本的に週５日間、午前・午後
の診療に加え、往診・訪問診療等の開始など新
たな診療体制となりました。これからは、一之
瀬・高橋出張診療所も再開するなど、更なる地
域医療の充実を行ってまいります。
■大藤診療所外来日程・受付時間
・月曜日～金曜日
午前８時３０分～１１時３０分
午後１時３０分～４時３０分

※一之瀬・落合出張診療は「第２水曜日の午後」
となります。当面の間、午前と午後の診療を行
いますが、在宅患者については「患者数に応じ
て午後の診療時間」で行う予定です。

甲州種ぶどうとワイン
産地の伝統を継承する

甲州市と勝沼ワイン協会・塩山ワインクラブ
は３月９日，甲州ぶどうの生産拡大からワイン
産業の振興へとつながる「甲州ぶどう」の苗木
の無料配付を行いました。この苗木は、順調に
生育すると５年ほどで収穫できるようになり、
甲州種ワインの原料となります。

ズームアップ

樋口勝弘医師・就任のあいさつ
地域の皆様の身近な存在となり、健康相

談やトータル的なケアを重視した医師とし
て、初心を忘れず精進していきます。
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近
年
、
多
様
化
す
る
生
活
ス

タ
イ
ル
に
よ
り
、
私
達
の
食
生
活

を
め
ぐ
る
環
境
も
大
き
く
変
化
を

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
皆
さ
ん
が
心
身
の
健
康
を
増
進

し
、
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
に
暮

ら
す
た
め
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
食
」
が
重
要
と
い
わ
れ
て
お
り
、

様
々
な
分
野
で
注
目
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
栄
養
の
偏
り
、
不
規

則
な
食
事
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病

の
増
加
、
食
の
海
外
へ
の
依
存
、

伝
統
的
な
食
文
化
の
危
機
、
食
の

安
全
等
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
解
決
す
る
キ
ー
ワ

ー
ド
が
「
食
育
」
で
す
。

本
市
で
は
、
国
が
示
し
た
食
育

基
本
法
に
基
づ
き
、
「
第
１
次
甲

州
市
食
育
計
画
」
を
平
成
19
年
度

に
策
定
し
ま
し
た
。

「
野
菜
・
果
実
を
つ
く
っ
て
、

お
い
し
く
食
べ
る
じ
ゃ
ん
」
を
合

言
葉
に
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
、

市
内
小
中
学
校
、
保
育
所
（
園
）、

公
民
館
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、

多
く
の
組
織
が
中
心
と
な
り
市
民

の
皆
様
と
食
育
を
積
極
的
に
推
進

を
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
第
２
次
甲
州
市
食
育
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
約
２，

０
０
０
人
の
市
民
、
市
内
の
小
中

学
校
、
高
校
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
評
価
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
結
果
「
野
菜
を
つ
く
っ
て

い
る
人
」
は
、
「
つ
く
っ
て
い
な

い
人
」
と
比
べ
て
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
意
識
し
た
り
、
毎
日
野
菜

を
食
べ
た
り
す
る
割
合
が
高
く
な

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

甲
州
市
食
育
推
進
会
議
と
甲
州
市
は
３
月
３
日
、「
い
た
だ
き
ま
～

す
。
食
べ
て
、
に
っ
こ
り
、
お
い
し
い
ご
飯
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
５
回

甲
州
市
食
育
ま
つ
り
を
市
民
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
月
の
広

報
で
は
、
第
２
次
甲
州
市
食
育
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
の
推
進
活
動
を
振
り
返
り
、「
食
育
」
を
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

第５回甲州市食育まつり
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

３月３日、市民文化会館で第５回
甲州市食育まつりを開催しました。
「いただきま～す。食べてにっこり
おいしいご飯」をテーマに、食育
推進会議の皆さんが、「食べて、見
て、会話を楽しむことのできる」
ブースを設け、１０００人を超す
来場者と共に、あらためて食育の
素晴らしさを学びました。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
を
担
っ
て
い

く
若
い
世
代
の
回
答
か
ら
は
、

「
食
へ
の
課
題
」
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
食

育
計
画
を
改
め
て
見
直
し
、
第
２

次
甲
州
市
食
育
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

■
第
２
次
食
育
計
画
の
推
進
体
制

①
家
庭

畑
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
野

菜
づ
く
り
、
「
早
寝
、
早
起
き
、

朝
ご
は
ん
」
の
推
進
、
み
ん
な
で

楽
し
む
食
事

②
保
育
所
（
園
）
・
小
学
校

野
菜
作
り
体
験
、
地
元
の
野
菜

や
果
実
を
使
っ
た
給
食
、
保
護
者

に
食
育
情
報
の
提
供

③
地
域

野
菜
づ
く
り
の
相
談
、
料
理
教

室
、
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
で
の
出
前

講
座

④
農
家
・
事
業
者

野
菜
づ
く
り
の
相
談
、
野
菜
を

使
っ
た
料
理
な
ど
の
情
報
提
供

⑤
行
政

食
育
情
報
の
情
報
発
信
、
食
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
支
援

新
た
な
食
育
計
画
は
、
あ
ら
ゆ

る
関
係
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
「
野
菜
・

果
物
を
楽
し
く
つ
く
り
、
か
く
し

こ
く
選
び
、
お
い
し
く
食
べ
る
」

こ
と
が
実
践
で
き
る
人
づ
く
り
・

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
甲
州

市
の
食
育
が
更
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

甲州市食育推進会議

会長　芦澤俊夫さん

（上粟生野）

食べることは、私たちが生きていく上での基本です。
食生活をめぐっては、朝ごはんをとらない若者が増え、
生活習慣病にもつながるなど、様々な問題が指摘されて
います。この状況化において、豊かな自然に包まれた果
樹園交流地帯である甲州市では、家庭や地域、農家や事
業者との協働により、全国でも先駆けて食育を推進し、
様々な取り組みを展開しています。第２次甲州市食育計
画を契機に、これからも、すべての市民が「食の安全・
安心」などを再確認し、楽しく食育を学んでほしいもの
です。
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Ｑ
　
耕
作
放
棄
地
で
「
甘
草
」
を

栽
培
す
る
こ
と
で
農
業
振
興
、
地

域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
　
甘
草
屋
敷
で
栽
培
し
て
い
た

「
甘
草
」
は
、
江
戸
時
代
に
幕
府

に
献
上
し
た
と
い
う
記
録
が
歴
史

上
に
残
っ
て
い
る
た
め
、
多
く
の

専
門
家
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
甘
草
屋
敷
の
甘
草

を
よ
り
確
立
す
る
た
め
に
、
山
梨

県
の
協
力
に
よ
り
成
分
調
査
等
を

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、

甘
草
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策
を

模
索
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
市
内
の
観
光
名
所
を
つ
な
ぐ

ル
ー
ト
の
確
立
は
、
甲
州
市
の
更

な
る
観
光
Ｐ
Ｒ
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
　
近
年
、
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
山
ガ
ー
ル
な
ど
、
そ
の
土
地
の

風
土
を
歩
い
て
楽
し
む
「
ま
ち
歩

き
」
が
人
気
で
あ
り
ま
す
。

甲
州
市
に
お
い
て
も
「
あ
る
～

く
こ
う
し
ゅ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
地
域
の
魅
力
を
歩
い

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
自

然
景
観
や
神
社
仏
閣
、
フ
ル
ー
ツ

や
ワ
イ
ン
な
ど
観
光
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
対
応
し
た
ル
ー
ト
の
紹
介
な

ど
、
積
極
的
に
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
甲
州
市
に
は
、
年
間
ど
れ
く

ら
い
の
方
が
観
光
に
訪
れ
て
い
る

か
。

Ａ
　
甲
州
市
の
年
間
観
光
客
数

は
、
概
ね
３
０
０
万
人
ほ
ど
で
推

移
を
し
て
い
ま
す
。
各
観
光
施
設

へ
の
市
独
自
調
査
で
は
、
塩
山
地

域
が
約
１
０
０
万
人
。
勝
沼
地
域

が
１
８
０
万
人
、
大
和
地
域
が
２

０
万
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｑ
　
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

観
光
ツ
ー
ル
で
大
き
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
た
観
光

振
興
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
観
光
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
か
ら

甲
州
市
お
よ
び
市
観
光
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

っ
て
全
て
の
条
件
を
満
た
し
た
の

で
は
な
く
、
常
に
旬
な
情
報
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
た
観
光
振
興
で
あ
り

ま
す
。

Ｑ
　
温
泉
な
ど
の
観
光
施
設
と
観

光
資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て

い
く
か
。

Ａ
　
本
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴

史
文
化
に
彩
れ
ら
た
果
樹
園
交
流

の
ま
ち
と
し
て
、
フ
ル
シ
ー
ズ
ン

の
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。し

か
し
、
観
光
振
興
は
行
政
ま

た
は
市
民
だ
け
で
も
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
点

と
点
を
結
び
、
ひ
と
つ
の
面
と
し

て
、
官
民
産
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

再
確
認
し
て
、
全
国
に
誇
れ
る
観

光
立
市
を
目
指
し
ま
す
。

こ
う
し
ゅ
う
市
民
懇
談
会

フ
ル
シ
ー
ズ
ン
の

観
光
の
ま
ち
づ
く
り

田
辺
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
交
え
て
語
り
合
う
「
こ

う
し
ゅ
う
市
民
懇
談
会
」
。
４
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
「
子
育

て
・
景
観
・
防
災
・
観
光
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
開
催

し
ま
し
た
。
今
月
の
広
報
で
は
、
２
月
17
日
に
市
役
所
本
庁
舎

で
開
い
た
第
４
回
目
の
懇
談
会
「
フ
ル
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。（
抜
粋
・
要
約)
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■表示単位　μＳｖ／ｈ（マイクロシーベルト／時）
■測定条件等
・測定日　３月１２日（月）～１４日（水）
・測定方法（計５回測定）

電源ＯＮ後４０秒を１回目とし１０秒ごと４回測
定し、最高値と最低値を除いた３回の平均を測定
値としています。

・測定者　　市職員
・測定機器　日立アロカメディカル社製TCS-172Ｂ
■測定結果の評価等

国が目標値としている、年間１ミリシーベルトに
おける屋外の放射線量率毎時０．１９マイクロシ
ーベルトを超える数値は検出されていません。な
お、測定結果については、あくまでも参考値です。

甲州市内空間放射線量調査を実施しました
市では、平成２４年３月１２日～１４日に、市内教育施設、保育施設等４２

地点で空間放射線量の調査を実施しました。結果は次のとおりです。

◆担当
総務課　行政・危機管理担当
☎３２‐２１１１（内線２２１）

第６４回山梨県消防記念日式典
甲州市消防団が日本消防協会・会長表彰を受けました。
甲州市消防団は３月３日、甲府・コラニー文化ホールで開催さ

れた第６４回山梨県消防記念日式典で、日本消防協会の会長表彰
及び山梨県知事定例表彰を受けました。

また、個人表彰として副団長の野澤孝之さんが功績章、橋爪孝
裕さん、吉田哲也さんの両副団長、神金分団の林章雄さんが精績
章を受けられました。

表
彰
を
受
け
る

大
島
団
長
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甲州市えんざん桃源郷・ひな飾りと桃の花ま
つり主会場の甘草屋敷では、３月３日と２４日
にクラシック、１０日には筝によるコンサート
が開かれました。

きらびやかな雛人形に囲まれた美しい音色に
「感動しました」と、それぞれに心が癒され、
参加された皆さんは、春の香りを感じながら楽
しいひと時を過ごしていました。なお、ひな飾
りと桃の花まつりは、市内１０会場で４月１８
日まで開催しています。

美しい音色に感動

「消したはず　決めつけないで　もう一度」
を統一標語とした「春の火災予防運動」にあわ
せ３月１日、大藤保育所幼年消防クラブによる
防火パレードが行われました。

１８人の園児は、揃いのハッピを着て元気に
拍子木を打ちながら、「ひのよう～じん！」と
約２ｋｍの道のりをパレードし、火災予防を呼
びかけていました。また、大藤保育所の園児は
運動期間中、ハッピを着て通園し、地域の皆さ
んと協力しながら防火活動に取り組みました。

園児が火災予防運動

元気に火災予防を呼びかけた園児ら

寸劇で男女共同参画を呼びかけた委員の皆さん

「ここにあるものを活かす」と題して講演した豊田さん

街づくりは人づくり

男女
みんな

で環になり
笑顔のフェスタ２０１２

甲州市男女共同参画推進委員会と甲州市

は２月２６日、甲州市民文化会館で男女

（みんな）で環になり笑顔のフェスタ２０１

２を開きました。「街づくりは人づくり」を

テーマに、市民と行政の協働によるパネル

ディスカッション、広島県尾道市のＮＰＯ

法人「尾道空き家再生プロジェクト」の豊

田雅子さんによる講演、男女共同参画を題

材とした寸劇などが行われました。

美しい音色で春を告げる（3月10日コンサート）
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勝沼ワイン協会は３月１８日、勝沼ぶどうの
丘で第３３回ワインゼミナールを開きました。

ワイン愛好家ら約１４０人が参加した今回
は、ソムリエの森覚さんとフリーアナウンサー
で、現在やまなし大使として活躍中の中井美穂
さんが、「日本流ワインの楽しみ方」と題して、
わかりやすくて楽しいトークを展開しました。
また、第２部として勝沼ワイン協会２２社によ
る試飲会が行われ、消費者と語らいながら県産
ワインについて理解を深め合いました。

日本流の楽しみ方

甲州種ワインの魅力を語る森さんと中井さん

３月１１日、塩山総合グラウンドのリニューア
ル工事の完成を記念して、小・中学生ソフトボー
ル大会が開催されました。この大会は、女子ソフ
トボール元日本代表監督の宇津木妙子さんが理事
長を務める「ＮＰＯ法人ソフトボールドリーム」
の協力をいただき、「第１回宇津木カップソフトボ
ール塩山大会」として行われ、県内外から小・中
学校２８チームが参加し、熱戦が繰り広げられま
した。

まちかどふぉと

塩山総合グラウンドが
リニューアルしました！

まちづくりを語り合ったパネルディスカッション
写真左上から上矢なぎささん（等々力）、矢崎政人さ
ん（上於曽）、田辺市長、山本育夫さん（ＮＰＯつな
ぐ）、萱原春美さん（上於曽）、荻原清彦さん（上於曽）

第４７回甲州市ふるさと
武田勝頼公まつり
甲州市ふるさと武田勝頼公まつりは、武田一族

の霊を慰め、甲斐を支配した権勢を語り伝えます。
勝頼公の菩提寺景徳院に参拝した後、市民など

が扮する勝頼公とその妻北条夫人、湖衣姫、武田
信玄公、信勝公、勝頼公軍団などが勇壮な出陣絵
巻を繰り広げます。

大和中学校女子生徒らによる巫女の舞、大和小
学校児童による甲斐天目山勝頼公太鼓が奉納さ
れ、まつりに彩りを添えます。また、ステージで
は日本の民謡第一人者の原田直之さんが、東日本
大震災で被災した、故郷の福島県浪江町の早期復
興を早期復興を願い、武田の民謡を中心に心を込
めて歌います。

■日　時　4月22日（日）
午前１０時３０分～午後３時

■場　所　大和中学校校庭
■主内容

勝頼公軍団武者行列・勝頼公軍団出陣絵巻
甲斐天目山勝頼公太鼓・合唱・バンド演奏
大和ふるさとの踊り・特産品販売ブース　など

◆お問い合わせ先
甲州市ふるさと武田勝頼公まつり実行委員会
観光交流課　☎３２‐５０００



お
引
越
な
ど
で
住
所
の
変
更
が
あ
る
方

は
、
住
民
異
動
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
届
（
市
外
か
ら
の
引
越
）
、
転
居
届

（
市
内
で
の
引
越
）
は
、
新
し
く
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
、
転
出
届
（
市
外
へ
の

引
越
）
は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

市
外
へ
の
引
越
は
、
ま
ず
現
在
住
ん
で

い
る
市
区
町
村
の
役
所
で
転
出
届
を
し
ま

す
。
転
出
届
を
す
る
と
「
転
出
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
転
出
先
の
住
所
が
わ

か
ら
な
い
と
住
所
変
更
手
続
き
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区
町
村

で
転
入
届
を
す
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
異
動
届
は
、
市
役
所
の
開

庁
時
間
（
月
曜
日
～
金
曜
日
、
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
に
お
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

住
民
異
動
届
の
際
に
は
関
係
窓
口
の
手

続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
民
異
動
の
手
続
き
を
す
る
に

は
、
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
委
任
状
を
お
持

ち
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯
変

更
な
ど
の
際
に
、
第
三
者
が
他
人
に
な
り

す
ま
し
て
、
虚
偽
の
届
出
す
る
の
を
防
止

す
る
た
め
、
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

写
真
付
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）
に
よ
る
確
認

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
０
２
～
１
０
５
）

住
民
票
の
写
し
が
必
要
な
場
合
、
請
求

で
き
る
方
は
、
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員

と
な
っ
て
い
ま
す
。

別
世
帯
の
方
の
住
民
票
の
写
し
は
、
請

求
者
か
ら
の
委
任
状
（
本
籍
、
続
柄
が
必

要
な
場
合
は
そ
の
旨
を
記
入
の
こ
と
）
と
、

来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
や
保
険
証
、
写
真
付
住
基
カ
ー
ド

な
ど
）
に
よ
る
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
住
所
が
同
一
地
番
で
も
、
世
帯
分

離
な
ど
さ
れ
、
住
民
登
録
上
は
別
世
帯
に
な

っ
て
い
る
場
合
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
０
２
～
１
０
５
）

狂
犬
病
予
防
注
射
を
４
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
、
市
内
各
会
場
で
行
い
ま
す
。

登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主
に
は
、
事

前
に
お
知
ら
せ
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
な
ど
を
確
認
し
て
必
ず

飼
い
犬
の
予
防
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
接
種
す
る
会
場
に
は
、
お
知
ら

せ
通
知
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
料
金

１
頭
に
つ
き
　
３，

４
０
０
円

※
料
金
の
内
訳
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
料

（
２，

８
５
０
円
）
、
注
射
済
票
交
付
手
数

料
（
５
５
０
円
）
で
す
。

■
そ
の
他

・
新
た
に
犬
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
新
規

登
録
料
（
別
途
３，

０
０
０
円
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

・
注
射
の
時
に
犬
は
興
奮
し
ま
す
の
で
、

必
ず
制
御
で
き
る
方
の
同
伴
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
４
３
、
２
４
４
）

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

☎
48
‐
２
１
１
１

ペ
ッ
ト
を
飼
い
た
い
け
ど
、
飼
い
方
や

し
つ
け
方
が
分
か
ら
な
い
。
ペ
ッ
ト
を
飼

っ
て
い
る
け
ど
、
し
つ
け
方
や
病
気
な
ど

へ
の
対
処
方
法
が
分
か
ら
な
い
。

ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
方
は
、

地
域
の
動
物
愛
護
推
進
員
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
保
健
所
　
☎
20
‐
２
７
５
１

平成24年度から森林環境税 (県税) が導入

森林には、災害の防止、水源のかん養等多くの公益的機能がありま

す。山梨県では、この重要な役割を果たす森林を健全な姿で次の世代

に引き継いでいくため、平成２４年４月１日から森林環境税（県民税

均等割の超過課税）を導入します。県民税均等割額に次の額を上乗せ

（超過課税）して納めていただきますので、納付の方法はこれまでの

県民税均等割と同じです。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

・個人　年額５００円（平成２４年度から課税）

・法人　均等割額の５％

（平成２４年４月１日以後に終了する事業年度から課税)

◆お問い合わせ先

山梨県 森林環境総務課 ☎０５５‐２２３‐１６３４

14平成2４年４月

住
民
異
動
届
の
手
続
き
の
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

住
民
票
の
請
求
を
す
る
時
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

平
成
24
年
度
『
狂
犬
病
予
防
注
射
』

を
実
施
し
ま
す

動
物
愛
護
推
進
員
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
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■
土
地：
評
価
の
仕
組
み
は
・
・
・

土
地
の
評
価
は
国
が
定
め
た
固
定
資
産

評
価
基
準
及
び
甲
州
市
固
定
資
産
評
価
取

扱
要
領
に
基
づ
き
、
そ
の
年
の
１
月
１
日

現
在
の
地
目
等
の
現
況
に
よ
り
評
価
を
し

ま
す
。

宅
地
の
評
価
方
法
は
、
市
内
の
状
況
が

似
か
よ
っ
て
い
る
地
域
（
状
況
類
似
地
区
）

ご
と
に
標
準
と
な
る
宅
地
（
標
準
地
）
を

選
定
し
、
そ
の
土
地
を
不
動
産
鑑
定
士
が

駅
や
公
共
施
設
か
ら
の
距
離
や
道
路
の
幅

員
、
街
路
条
件
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を

考
慮
し
評
価
を
し
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
な
ど
の
路
線
価
区
域
に

つ
い
て
は
、
標
準
地
を
も
と
に
各
道
路
の

路
線
価
価
格
を
求
め
、
さ
ら
に
そ
の
路
線

か
ら
各
土
地
を
評
価
し
ま
す
。

路
線
価
区
域
以
外
は
、
状
況
類
似
地
区

ご
と
の
標
準
地
を
も
と
に
各
土
地
を
評
価

し
ま
す
。

な
お
、
田
、
畑
、
山
林
、
原
野
等
は
売

買
実
例
な
ど
を
参
考
と
し
、
評
価
の
見
直

し
を
し
ま
す
が
、
平
成
21
年
度
以
降
価
格

に
大
き
な
変
動
は
な
い
の
で
、
今
回
は
評

価
を
据
え
置
き
と
し
ま
す
。

■
家
屋：

評
価
の
仕
組
み
は
・
・
・

家
屋
の
評
価
は
国
の
固
定
資
産
評
価
基

準
に
基
づ
き
、
再
建
築
価
格
を
も
と
に
評

価
を
し
ま
す
。

再
建
築
価
格
は
、
評
価
の
対
象
と
な
っ

た
家
屋
と
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
を
評
価
の

時
点
に
お
い
て
、
そ
の
場
所
に
新
築
す
る

も
の
と
し
た
場
合
に
、
必
要
と
さ
れ
る
建

築
費
で
す
。

経
年
減
点
補
正
率
は
、
家
屋
の
建
築
後

の
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
耗
の

状
況
に
よ
る
減
価
率
で
す
。

新
築
家
屋
以
外
の
家
屋
の
評
価
額
に
つ

い
て
は
、
そ
の
額
が
評
価
替
前
の
価
格
よ

り
上
が
る
場
合
は
据
え
置
か
れ
、
下
が
る

場
合
は
下
が
っ
た
額
と
な
り
ま
す
が
、
経

年
減
点
補
正
率
に
は
下
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
家
屋
が
建
っ
て
い
る
限
り
、
税
額
が

０
円
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
家
屋
は
据
え
置
き
、
宅
地
は
地
価
変
動

で
毎
年
見
直
し
を
行
い
ま
す

土
地
と
家
屋
の
評
価
額
は
、
平
成
24
年

度
が
評
価
替
え
と
な
り
、
次
回
の
平
成
27

年
度
ま
で
の
３
年
間
は
、
基
本
的
に
は
据

え
置
か
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
宅
地
の
評
価
額
は
地
価
の
変

動
で
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
家

屋
の
建
築
に
よ
り
農
地
等
か
ら
宅
地
に
現

況
地
目
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
等
も
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
２
・
１
８
３)

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

平
成
24
年
度
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
自
己
の
所

有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か

ど
う
か
な
ど
、
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
る
市
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額

と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
土
地
（
家
屋
）
の
み
の
納
税

者
は
、
家
屋
（
土
地
）
の
縦
覧
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
縦
覧
帳
簿
記
載
内
容

土
地
の
地
番
・
地
積
・
価
格
等
、
家
屋

の
所
在
・
家
屋
番
号
・
床
面
積
・
価
格
等

■
縦
覧
期
間

４
月
２
日
（
月
）
～
５
月
31
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
除
く
。

■
縦
覧
場
所

税
務
課
（
本
庁
舎
）

勝
沼
地
域
総
合
局
・
大
和
地
域
総
合
局

■
縦
覧
で
き
る
方

甲
州
市
内
に
所
在
す
る
固
定
資
産
に
対

し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

（
相
続
人
含
む
）
と
、
そ
の
同
居
家
族
及
び

納
税
管
理
人
及
び
委
任
状
の
あ
る
代
理
の

方■
縦
覧
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
納
税
通
知

書
、
運
転
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑
、
相
続
の

方
は
戸
籍
謄
本
、
代
理
の
方
は
「
委
任
状
」

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
２
・
１
８
３)

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

平
成
24
年
基
準
年
度
評
価
替
え

『
土
地
、
家
屋
』
評
価
の
仕
組
み

評
価
額
＝
再
建
築
価
格
×
経
年
減
点
補
正
率

固定資産！よくあるご質問

Q 全国的に地価が下落しているのに、
税額が上がる土地があるのはどうし
てですか？

A 路線価を用いた土地の評価では、各道
路に設定された宅地の１平方メートル当
たりの価格を基に、それぞれの宅地の奥
行、間口、形状などに応じた計算を行い
ます。路線価は評価替えの際（３年ごと）
に定めることとされており、新設した道
路や路線価の算定要因である道路状況が
拡幅・舗装などにより変化した道路など
に接する土地、またはその付近の土地は、
評価が高くなり税額が上がる場合があり
ます。

また、過去の地価上昇期に、地価の上
昇価格をそのまま税額に反映すると税の
負担が急激に増えることから徐々に課税
標準を引き上げて税負担を増やしていく、
「負担調整」という特例措置が行われてい
ます。

それにより、まだ本来納めるべき税額
に達していない土地については、税負担
の均衡化を図るため、税額が上がる場合
があります。

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
縦
覧
の
お
知

ら
せ
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平
成
23
年
度
に
お
い
て
、
学
生
納
付
特

例
制
度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ

て
い
る
方
で
、
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
、
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
23
年
度
と
同
じ
学
校
等
に
在
学
さ

れ
る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
記
載
事

項
を
記
入
し
返
送
さ
れ
る
と
、
平
成
24
年

度
も
同
様
に
、
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が

で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
在
学
証
明
書
・
学
生
証

写
し
等
の
添
付
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
は
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
納
付
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
お
近
く
の

年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
在
学
す
る
学
校
等
に
変
更
が
あ

る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
で
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

初
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す
る

方
同
様
、
在
学
証
明
書
・
学
生
証
写
し
等

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
し
た
い
場

合
は
、
10
年
以
内
に
後
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
国
保
・
年
金
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
４
、
１
１
５
）

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
４
１

国
で
は
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
接
種
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

ポ
リ
オ
の
流
行
の
な
い
社
会
を
保
つ
た

め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
必
要
で
す
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
導
入
す
る
ま

で
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
せ
ず
に

様
子
を
み
る
方
が
増
え
る
と
、
免
疫
を
も

た
な
い
方
が
増
え
、
国
内
で
ポ
リ
オ
の
流

行
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
ま
で
、

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
待
つ
こ
と
は
、

お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
２
０
０
０
年
に
ポ
リ
オ
が

根
絶
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一

旦
根
絶
し
た
国
で
も
最
近
流
行
が
起
き
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

甲
州
市
で
は
、
ポ
リ
オ
（
生
ワ
ク
チ
ン
）

集
団
接
種
を
５
月
と
９
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
は
、
接
種
を
お
勧

め
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

健
康
企
画
医
療
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

近
年
、
市
内
で
公
共
の
施
設
（
ト
イ
レ

等
）
を
故
意
に
壊
さ
れ
る
事
件
が
多
数
発

生
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
は
市
民
の
皆
さ
ん
共
有
の
財

産
で
す
。
公
共
施
設
を
大
切
に
使
い
ま
し

ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
　
公
園
・
道
路
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２

iinnffoorrmmaatt iioonn
学
生
納
付
特
例
申
請
に
つ
い
て

公
共
施
設
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

ポ
リ
オ
の
予
防
に
は
、
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
必
要
で
す

甲州市国民健康保険
高額な外来診療を受ける皆様へ
これまでの高額療養費制度は、高額な外来診療の際、窓口負担の全額を

お支払いいただいてましたが、平成２４年４月１日からは、認定証などを
提示すれば自己負担限度額を超える分を窓口で支払う必要がなくなりま
す。（窓口支払の上限額は所得に応じて異なります）

※「認定証」を提示しない場合は、従来どおりの高額療養費支給申請の手
続きになります。
※平成２４年３月３１日以前に交付された限度額適用認定証、または限度
額適用・標準負担額減額認定証についても、記載されている有効期限まで
は外来にも使用することが可能です。
※「認定証」の交付申請では国民健康保険税に未納のある世帯、または未
申告の方がいる世帯は認定できない場合があります。
◆お問い合わせ先　健康増進課　国保・年金担当

☎３２‐２１１１（内線１１４、１１５）

受診をする者 事前の手続き 病院・薬局などで

７０歳未満の方、７

０歳以上の非課税世

帯等の方

認定証（限度額適用認定

証）の交付申請をしてく

ださい

交付された認定証を窓口

に提示してください

７０歳以上７５歳未

満で非課税世帯等で

はない方

必要ありません お手持ちの「高齢受給者

証」を窓口に提示してく

ださい
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iinnffoorrmmaatt iioonn
平
成
23
年
度
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が

前
年
度
比
よ
り
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
24
年
４
月
か
ら
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額

・
平
成
23
年
度
（
旧
）

全
部
支
給
　
４
１，

５
５
０
円

一
部
支
給

４
１，

５
４
０
円
～
９，

８
１
０
円

・
平
成
24
年
度
（
新
）

全
部
支
給
　
４
１，

４
３
０
円

一
部
支
給

４
１，

４
２
０
円
～
９，

７
８
０
円

※
な
お
、
年
度
の
途
中
で
手
当
額
が
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

平
成
24
年
４
月
に
、
小
中
学
校
へ
入
進

学
さ
れ
た
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、

甲
州
市
か
ら
祝
金
と
し
て
児
童
１
人
に
つ

き
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
方
は
、
子

育
て
対
策
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
）

・
甲
州
市
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

・
平
成
24
年
４
月
に
県
内
の
小
中
学
校

（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る

児
童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い
児
童
の
養

育
者
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活

支
援
施
設
を
含
む
）
に
入
所
中
の
児
童
や
、

里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く
。

・
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

※
た
だ
し
、
以
下
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は

ま
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
分
）
の
所
得

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
。

・
生
計
を
同
じ
く
す
る
扶
養
義
務
者
の
平
成

23
年
度
（
平
成
22
年
分
）
所
得
が
、
児
童
扶

養
手
当
法
施
行
令
に
定
め
る
額
以
上
の
方
。

※
申
請
後
に
上
記
要
件
を
満
た
さ
な
く
な

っ
た
場
合
・
住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
「
変
更
・
辞
退
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
月
に
山
梨
県
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学

校
入
進
学
支
度
金
の
申
請
を
さ
れ
た
方
も
、

今
回
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
４
月
10
日
（
火
）
ま
で

※
な
お
、
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
前
記
要

件
に
該
当
し
た
場
合
、
も
し
く
は
４
月
10

日
（
火
）
ま
で
に
申
請
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
の
方
は
、
５
月
１
日
（
火
）
ま
で
受

け
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
提
出
先
　
子
育
て
対
策
課

■
提
出
書
類

平
成
24
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校

入
進
学
祝
金
支
給
申
請
書

※
申
請
用
紙
は
、
子
育
て
対
策
課
（
本
庁

舎
）
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

甲州市国民健康保険
国保人間ドック健診助成
大好評につき、定員をふやしました！　
受けられるドック機関がふえました！　

■対　象
甲州市国民健康保険加入者で、昭和１３年4月

1日から昭和５３年３月３１日生まれの方（平成
２４年度中に３５歳から７４歳を迎える方）
■実施医療機関

塩山市民病院、勝沼病院、山梨厚生病院、加
納岩総合病院、ＪＡ山梨厚生連、石和温泉病院
クアハウス石和
■内　容（日帰り人間ドック）

一般検査(身体測定・血圧・尿検査・血液検査
等)、心電図、胸部レントゲン、便潜血検査、胃
内視鏡(又はレントゲン)、超音波検査、眼科(眼
底・眼圧・視力)、聴力、肝炎ウイルス検査女性
は乳がん検診、子宮頸がん検診
■助成金　一人につき２０，０００円

実際にかかった費用から助成金を引いた金額
が自己負担金となります。人間ドック受診日に
医療機関窓口にお支払いください。
・自己負担金のめやす（オプション除く）

男性　１５，０００円
女性　２０，０００円

■定　員　１，０００名（先着順）
■申込期間

４月２０日（金）～平成２５年２月２２日
（金）までとし、定員になり次第、申し込みを終
了させていただきます。
■申込方法
・健康増進課、または勝沼・大和地域総合局の
窓口で事前の申し込みが必要です。必ず、国民
健康保険証を持参してください。電話での申し
込みはできません。
・申し込み時に「国保人間ドック受診票」を発
行しますので、２週間以内に各自で希望する医
療機関へ予約をしてください。

当日は、受診票と健康保険証をもって受診し
てください。
※４月～５月の予約は、比較的とりやすくなっ
ていますので、早めの受診をお勧めします。
■受診期間

４月２０日（金）～平成２５年２月２８日（木）
※国保人間ドック健診の助成を受ける場合は、
甲州市総合健診、国保個別健診、市の乳がん・
子宮がん検診を受けることはできません。すべ
て人間ドック健診に含まれています。
◆申し込み・お問い合わせ先

健康増進課　医療対策室
健康企画・医療担当　　　  ☎３２‐５０１４
勝沼地域総合局 市民福祉課 ☎４４‐１１１１
大和地域総合局 市民福祉課 ☎４８‐２１１１

小
中
学
校
へ
入
進
学
さ
れ
た
児
童

が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
様
へ

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が
変
わ

り
ま
す



農
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、
薬
の
入
っ

て
い
る
容
器
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を

よ
く
読
み
、
農
薬
を
使
用
す
る
作
物
の
種

類
や
使
用
時
期
、
使
用
す
る
濃
度
や
量
、

使
用
の
回
数
な
ど
に
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
の
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
風
向
き

や
強
さ
な
ど
に
注
意
し
、
隣
接
す
る
作
物

や
家
屋
、
通
学
路
な
ど
薬
が
飛
散
し
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

特
定
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査

は
２
年
に
１
度
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
24
年

は
、
勝
沼
・
大
和
地
域
が
対
象
の
年
と
な

り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る

は
か
り
は
、
県
知
事
が
実
施
す
る
定
期
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
商
店
・
観
光
農
園
な
ど
で
商
品
の
重
量

を
計
り
取
引
に
用
い
る
場
合

・
薬
局
な
ど
で
薬
の
調
合
に
用
い
る
場
合

・
病
院
・
学
校
・
保
育
園
な
ど
で
健
康
診

断
の
体
重
測
定
に
用
い
る
場
合
な
ど

※
た
だ
し
、
家
庭
用
は
か
り
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
勝
沼
地
域
（
日
時
・
場
所
）

４
月
19
日
（
木
）
20
日
（
金
）
23
日

（
月
）
24
日
（
火
）
26
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

勝
沼
市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

■
大
和
地
域
（
日
時
・
場
所
）

４
月
27
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

大
和
ふ
る
さ
と
会
館

１
階

ロ
ビ
ー

■
そ
の
他

①
前
回
２
年
前
に
、
検
査
を
受
け
ら
れ
た

方
に
は
、
通
知
に
よ
り
検
査
日
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、
該
当
す
る
日

で
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
産
業
振
興
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
大
型
の
は
か
り
（
４
０
０
㎏
以
上
）
及

び
電
気
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

検
査
と
は
別
に
計
量
士
が
巡
回
し
て
検
査

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
事
前

に
県
計
量
検
定
所
に
報
告
が
必
要
と
な
る

た
め
、
４
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
産
業
振

興
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
こ
の
検
査
を
受
け
ず
に
、
は
か
り
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
、
計
量
法
に
よ
り
50

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
前
記
①
、
②
以
外
の
方
で
、
検
査
の
対

象
と
思
わ
れ
る
は
か
り
を
お
持
ち
の
方
は
、

前
記
同
様
に
４
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
産

業
振
興
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

農
林
水
産
省
で
は
、
環
境
保
全
効
果
の

高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対

し
て
直
接
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
支
援
対
象
者

次
の
要
件
に
該
当
す
る
、
販
売
を
目
的

と
し
て
生
産
を
行
う
農
業
者
、
集
落
営
農

（
農
業
者
グ
ル
ー
プ
）
が
支
援
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ

て
い
る
こ
と

■
支
援
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み

・
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
以

上
の
低
減
の
取
組
に
加
え
、
次
の
①
～
④

い
ず
れ
か
を
セ
ッ
ト
で
行
う
取
り
組
み
。

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
５
割
低
減
の
取
組

の
前
後
い
ず
れ
か
に
緑
肥
等
を
作
付
）

②
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
（
５
割
低
減
の
取
組

を
行
う
作
物
の
畝
間
に
麦
類
、
牧
草
等
を

作
付
）

③
草
生
栽
培
（
５
割
低
減
の
取
組
を
行
う

園
地
に
麦
類
や
牧
草
等
を
作
付
）

④
冬
期
湛
水
管
理
（
冬
期
間
の
水
田
に
水

を
張
る
取
り
組
み
）

・
有
機
農
業
の
取
組
（
化
学
肥
料
、
農
薬

を
使
用
し
な
い
取
り
組
み
）

■
留
意
事
項

○
い
ず
れ
の
取
組
も
農
業
振
興
地
域
内
の

農
地
が
対
象
。

○
も
も
、
す
も
も
、
ぶ
ど
う
（
巨
峰
系
４

倍
体
品
種
）
は
、
特
例
的
に
化
学
合
成
農

薬
は
３
割
低
減
で
も
で
き
ま
す
。

■
支
援
単
価

国
、
県
、
市
合
わ
せ
て
10
ア
ー
ル
あ
た

り
８
千
円
で
す
。

■
申
請
方
法

６
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
交
付
申
請
書
、

実
施
計
画
書
を
産
業
振
興
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
、
計
画
書
は
市
役
所

２
階
産
業
振
興
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.m

a
ff.g

o.jp/j/seisa
n/ka

nkyo/h

ozen_type/index.htm
l

）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
農
政
事
務
所
（
甲
府
地
域
セ
ン
タ
ー)

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
６
６
１
１

産
業
振
興
課

☎
32
‐
５
０
９
２

農
薬
を
使
用
さ
れ
る
皆
様
へ

農
薬
散
布
に
は
周
囲
へ
の
配
慮
を

iinnffoorrmmaatt iioonn

18平成2４年４月

は
か
り
の
検
査
を
実
施
し
ま
す

環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動

を
支
援
し
ま
す
！
～
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
援
対
策
～

塩山駅南口
市民ギャラリー

４月３日（火）～５月７日（月）

勝沼文化協会「いろどりの会」による絵
手紙を展示いたします。

※展示内容・期間につい
ては変更になる場合もあ
ります。

◆甲州市教育委員会◆



■
日
　
時
　
４
月
26
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
～

■
場
　
所
　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
　

■
内
　
容
　
工
作
あ
そ
び

「
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
」
～
親
子
で

力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
で
遊
び

ま
す
～

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
７
９
０
０

子
育
て
対
策
課

☎
32
‐
５
０
８
１

甲
州
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
レ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
教
養
講
座
・
ク
ラ
ブ

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
講
資
格

甲
州
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
働
い

て
い
る
39
歳
以
下
の
方
、
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

■
受
講
料

無
料
（
但
し
、
講
座
に
よ
り
材
料
費
な

ど
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
す
）

■
そ
の
他

利
用
の
際
は
、
利
用
者
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

○
教
養
講
座
（
午
後
７
時
～
午
後
９
時
）

・
手
編
み
　
　
　
　
毎
週
火
曜
日

・
茶
道
（
裏
千
家
）
毎
週
水
曜
日

・
華
道
（
創
美
流
）
毎
週
水
曜
日

・
茶
道
（
表
千
家
）
毎
週
木
曜
日

○
ク
ラ
ブ
（
午
後
７
時
～
午
後
９
時
）

・
軟
式
テ
ニ
ス
　
　
毎
週
火
曜
日

・
硬
式
テ
ニ
ス
　
　
毎
週
水
曜
日
～
金
曜
日

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
　
毎
週
木
曜
日

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
毎
週
金
曜
日

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

市
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
を
さ
ら
に
依

頼
会
員
が
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
４

月
１
日
よ
り
、
１
時
間
に
つ
き
２
０
０
円

（
兄
弟
で
預
け
る
場
合
２
人
目
以
降
は
１
人

に
つ
き
１
０
０
円
）
の
助
成
を
行
な
い
ま

す
。

■
助
成
後
の
利
用
料
金
（
市
内
の
依
頼
会
員)

・
平
日
午
前
９
時
～
午
後
７
時

１
時
間
　
５
０
０
円
（
通
常
７
０
０
円)

・
平
日
午
前
７
時
～
９
時
、
午
後
７
時
～

９
時
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

１
時
間
　
６
０
０
円
（
通
常
８
０
０
円)

※
兄
弟
で
利
用
さ
れ
る
場
合
、
２
人
目
以

降
は
半
額
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

登
録
は
、
子
育
て
対
策
課
、
勝
沼
地
域

総
合
局
、
大
和
地
域
総
合
局
に
あ
る
入
会

申
込
書
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（
子
育
て
対
策
課
内
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

☎
０
８
０
‐
１
９
８
０
‐
１
０
８
３

iinnffoorrmmaatt iioonn

19 広報こうしゅう

平
成
24
年
度
甲
州
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
レ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）
教

養
講
座
・
ク
ラ
ブ
受
講
生
募
集
中

安心の子育て環境へ
休日保育事業
休日保育は、市内外の保育園を利用する保護

者が日曜・祝日に仕事などやむを得ない事情に
より、家庭での保育が困難となる乳幼児を保育
園でお預かりし、子育てと就労等の両立を支援
し、ゆとりをもって、安心して子育てをしてい
ただく事業です。
■このような時に利用できます。
○仕事で休日出勤がある。
○自営業・農業で休日の仕事・出荷等が忙しい。
○休日の冠婚葬祭で子どもを預ける人がいない、
遠隔地で子どもを連れて行けない。

○出産・看護・介護・資格取得・引越しなど
■実施保育園　勝沼保育園（勝沼町等々力）
■対象者　　　生後１０ヶ月～就学前児童
■保育時間　　午前８時４０分～午後５時２０分
■保育料（１日：給食・おやつ代含む）

１０ヶ月児～１歳未満児　　４，０００円
１歳児～２歳児　　　　　　３，５００円
３歳児以上　　　　　　　　２，５００円

※休日保育の利用を希望する保護者は、申請が
必要となります。詳しい内容については、お問
い合わせください。
◆お問い合わせ先 勝沼保育園（担当 坂本・雨宮）

☎４４‐０４３０

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

４
月
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

利
用
料
金
の
助
成
が
始
ま
り
ま
す

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
』

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
育
て
の
手
伝
い
を
必
要
と
し
て

い
る
方
（
依
頼
会
員
）
と
手
伝
い
が
で
き

る
方
（
協
力
会
員
）
が
一
時
預
か
り
等
の

援
助
を
通
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て

支
援
の
輪
、
地
域
の
絆
を
広
げ
て
い
く
、

そ
ん
な
暖
か
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
援
助
活
動
の
内
容
は
、

・
保
育
所
、
小
学
校
、
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

送
迎
。

・
保
育
所
、
小
学
校
、
児
童
ク
ラ
ブ
終
了

後
の
子
ど
も
の
預
か
り

・
学
校
の
休
業
時
等
の
子
ど
も
の
預
か
り

・
保
護
者
の
病
気
の
時
や
出
産
の
時
な
ど

の
子
ど
も
の
預
か
り

・
冠
婚
葬
祭
、
買
い
物
な
ど
で
外
出
が
必

要
な
時
の
子
ど
も
の
預
か
り

・
自
分
の
時
間
を
持
ち
た
い
と
き
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
を
持
ち

た
い
と
き
の
子
ど
も
の
預

か
り

※
詳
し
い
内
容
は
、
子
育

て
対
策
課
へ
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



甲
州
市
で
は
、
世
界
各
国
の
人
々
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
市
民
の
国
際
感
覚
を
養

い
、
国
際
意
識
を
高
め
、
友
好
交
流
を
深

め
る
た
め
の
事
業
を
計
画
立
案
し
、
実
践

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
甲
州
市
国
際
交

流
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

交
流
委
員
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ア
イ
オ
ワ
州
エ
イ
ム
ズ
市
や
、
フ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ヌ
市
と
の
交
流
を
継
続
す
る
た
め
の

事
業
や
、
教
育
文
化
な
ど
の
分
野
で
、
世

界
各
国
と
の
国
際
交
流
を
深
め
る
た
め
の

事
業
な
ど
、
甲
州
市
に
お
住
ま
い
の
外
国

人
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
計
画
立
案
し
、

実
践
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

■
定
　
員
　
10
名
程
度

■
任
　
期

２
年
（
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

末
日
ま
で
）

■
対
　
象

市
内
在
住
で
、
国
際
交
流
に
関
心
が
あ

り
、
委
員
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
18
歳
以
上
の
方
。（
平
成
24

年
４
月
１
日
現
在
）

■
応
募
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
事
務
局
（
市
民
生
活
課
）
に
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

４
月
２
日
（
月
）
～
４
月
20
日
（
金
）

■
選
　
考

応
募
者
に
つ
い
て
書
類
選
考
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
、
４
月
下
旬
ま
で
に
本
人
に

通
知
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
　
事
務
局

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

甲
州
市
役
所
　
市
民
生
活
課

市
民
協
働
推
進
室
市
民
参
画
・
協
働
担
当

☎
32
‐
５
５
８
３

℻
32
‐
３
０
７
２

甲
州
市
民
文
化
会
館
で
は
、
歴
史
民
俗

資
料
室
特
別
展
と
し
て
、
塩
山
地
域
文
化

協
会
押
花
部
の
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
期
　
間

４
月
10
日
（
火
）
～
６
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
・
４
月
29
日
（
祝
）

と
な
り
ま
す
。

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　
塩
山
地
域
文
化
協
会
押
花
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

３
月
４
日
に
塩
山
北
小
学
校
体
育
館
で

開
催
し
た
「
第
６
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大

会
」
の
試
合
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
優
　
勝
　
武
澤
　
杏
奈

（
松
里
中
）

■
準
優
勝
　
平
山
　
隆
一

（
一
般
）

■
３
　
位
　
丸
山
　
初
穂

（
一
般
）

広
瀬
　
充
穂

（
山
梨
高
校
）

道
の
駅
「
甲
斐
大
和
」
は
、
４
月
１
日

（
日
）
か
ら
27
日
（
金
）
ま
で
施
設
改
装
の

た
め
休
業
し
ま
す
。
な
お
、
お
手
洗
い
及

び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
通
常
ど
お

り
利
用
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

観
光
交
流
課
　
整
備
・
管
理
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

iinnffoorrmmaatt iioonn

道
の
駅
「
甲
斐
大
和
」
休
業
の

お
知
ら
せ

20平成2４年４月

米国アイオワ州エイムズ市との交流

エイムズ市中学生
ホストファミリーの募集
甲州市と友好都市米国アイオワ州エイムズ市と

の国際交流事業として、６月にエイムズ市中学生
訪問団が甲州市に訪れます。甲州市国際交流委員
会では、訪問期間中のホストファミリーを募集し
ます。市民の皆さんの積極的なご応募とご協力を
お願します。

【ホストファミリー募集】
エイムズ市の皆さんを直接家庭に迎え入れるこ

とを通じて、海外の人々との交流を身近に体験で
きます。
■日程予定

６月１５日（金）～６月１９日（火）４泊５日
※なお、日程は現時点の予定です。
■ホームステイ対象者

エイムズ市訪問団団員　１７名
（内訳　中学生１４名　大人３名）

■協力をお願いする内容
・期間中の宿泊と食事をお願いします。
・訪問団員は、日中は、甲州市国際交流委員会の
交流プログラムに参加します。
■応募方法

受け入れを希望される方は、４月２５日（水）
までに、事務局（市民生活課）にご連絡ください。
◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市国際交流委員会　事務局
市民生活課　市民協働推進室
市民参画・協働担当　☎３２‐５５８３

甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す

歴
史
民
俗
資
料
室
特
別
展
「
押
花

作
品
展
」
開
催
の
お
知
ら
せ

第
６
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会
の

試
合
結
果
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■
日
　
時
　
４
月
30
日
（
祝
）
午
後
４
時
～

■
場
　
所
　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

■
対
戦
相
手
　
ア
ビ
ス
パ
福
岡

■
チ
ケ
ッ
ト
の
入
手
方
法

配
布
開
始
　
４
月
９
日
（
月
）
午
前
９

時
か
ら
（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

■
配
布
場
所

本
庁
舎
　
　
　
　
　
政
策
秘
書
課

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

■
対
象
者

市
内
在
住
者
（
１
人
に
つ
き
５
枚
ま
で)

※
チ
ケ
ッ
ト
配
布
時
に
位
置
図
を
お
渡
し

し
ま
す
。

◎
試
合
会
場
設
営
ス
タ
ッ
フ
募
集
◎

試
合
前
日
（
４
月
29
日
、
午
後
１
時
30

分
～
午
後
５
時
頃
ま
で
）
の
会
場
設
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

※
な
お
、
参
加
者
に
は
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ

甲
府
か
ら
試
合
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
が
贈
ら
れ

ま
す
。

■
定
　
員
　
10
名
程
度

■
締
切
日
　
４
月
13
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
方
法

参
加
希
望
の
方
は
、
政
策
秘
書
課
に
電

話
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
秘
書
課
　
政
策
調
整
担
当

☎
32
‐
５
０
６
４

・
ア
ド
レ
ス

info@
city.koshu.ya

m
a
na

shi.jp

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
『
甲
州
市

サ
ン
ク
ス
デ
ー
』
１，

０
０
０
人

を
無
料
招
待
！

21 広報こうしゅう

市内在住の65歳以上の方が対象！

運動教室のお知らせ
寒さも和らぎ、心地良い陽気となりました。体

を動かすのにも絶好の季節です。この春、介護予
防の教室が新しく生まれ変わります。一緒に始め
てみませんか。

■いきいき健幸教室
４月から『転倒・骨折予防教室』が名前・内容

を一新し再スタートします！「自分らしくいきい
きと、健康で幸せな生活を目指して」教室を開催
します。

この教室では、家でも簡単にできる体操のほか、
�健幸�のためにできるちょっとした工夫を紹介
していきます。
■対象者　市内在住の概ね６５歳以上の方
■日時・場所

毎月1回、市内２２会場で開催。詳細は広報の
情報カレンダーをご覧ください。

■爽健塾
「運動を習慣づけたいけれどなかなか続かない

…」「自分にはどんな運動が合っているのだろ
う？」といった想いはありませんか？この教室で
は複数の運動メニュー（青竹ビクス、HOTストレ
ッチ、バランストレーニング等）を体験していた
だき、ご自分に合った方法で運動を継続していく
ための方法を学ぶことを目的としています。
■対象者　市内在住の概ね６５～８０歳位の方
■日　時　

５月８日から毎週火曜日、午前１０時３０分～
正午を予定（全１０回コース）
※詳細な日程については参加者に個別通知させて
いただきます。
■場　所　塩山保健福祉センターを基点に運動

メニューに応じて場所を変更します。
■定　員　先着２０名（４月３日から申込開始）
■参加費　無料
◆申し込み・お問い合わせ先

甲州市地域包括支援センター ☎３２‐５６００

甲州市訪問看護ステーション
非常勤職員募集

あなたの資格を活かして、一緒に働いてみませ
んか。
■採用人員　介護支援専門員の有資格者　若干名
■応募受付　４月２日（月）～４月２０日（金）
■応募方法

履歴書1通（写真添付）介護支援専門員証の写
しを持参してください。
※面接日は後日連絡します。
◆お問い合わせ先

甲州市訪問看護ステーション ☎２０‐６０１１

勝沼ぶどう郷駅前駐車場
勝沼ぶどう郷駅前ロータリーの機能性（アク

セシビリティ）を良くするために、駅前駐車場
スペース（公園西側）を駅利用者および駅送迎
用の一時駐車専用とします。駅前駐車場につい
ては観光用駐車スペースの隣にありますが、共
に原則として、駅への送迎等の目的での一時的
な駐停車に使用してください。１時間以上の長
時間駐車については駅東側駐車場をご利用くだ
さい。
◆お問い合わせ先　都市整備課 公園・道路担当　

☎３２‐５０７２
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22平成2４年４月

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

４
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

４
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体)

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

４
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
４
月

13
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

℻
33
‐
２
３
０
７

「
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
受
診
す

る
程
で
は
…
」
と
い
っ
た
お
悩
み
を
お
持
ち

の
方
。
専
門
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
　
時
　
４
月
20
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場
　
所
　
本
庁
舎

１
階

市
民
会
議
室
Ａ

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
４
月
　

18
日
（
水
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

４
月
18
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

■
講
　
師
　
柏
原
由
和
先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
材
料
費
　
１
０
０
円

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

℻
33
‐
２
３
０
７

■
日
　
時
　
４
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
～

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

第
２
・
３
研
修
室

■
内
　
容

定
期
総
会
・
会
食
し
な
が
ら
交
流

■
申
し
込
み

昼
食
の
準
備
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
９
日
（
月
）

ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
　

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
）

☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

心
の
相
談
窓
口
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

も
の
忘
れ
相
談
・
専
門
医
に
よ
る

相
談

障
害
者
陶
芸
教
室

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」
掲
載
・
無
断
転
載
禁
止
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甲
州
市
で
は
、
障
害
手
帳
を
お
持
ち
の

障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
と
共
に
、
生
計

を
維
持
し
て
い
る
保
護
者
の
方
に
、
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
年

金
及
び
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

・
手
　
当

甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
～
３
級
、
療
育
手
帳
Ａ
‐
１
～

Ｂ
‐
１
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

～
２
級
を
お
持
ち
の
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
と
共
に
、
生
計
を
維
持
し

て
い
る
保
護
者
の
方

・
年
　
金

甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
と
共
に
、
生
計
を
維
持
し

て
い
る
保
護
者
の
方

■
支
給
金
額

・
手
　
当

月
額
３，

０
０
０
円
で
、
毎
年
７
月
、

11
月
、
３
月
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
（
支
給
開
始
は
、
申
請
月
の
翌

月
分
か
ら
で
す
）

・
年
　
金

毎
年
７
月
１
日
時
点
で
手
帳
を
お
持
ち

の
方
で
、
等
級
に
よ
り
年
金
額
が
か
わ
り

ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
４
級
、
療
育

手
帳
Ａ
‐
１
～
Ｂ
‐
１
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
か
２
級
の
方

年
金
額
　
１
０，

０
０
０
円

（
毎
年
７
月
支
給
）

○
年
金
額
１
０，

０
０
０
円
に
該
当
す
る

障
害
等
級
以
外
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方年

金
額
　
　
５，

０
０
０
円

（
毎
年
７
月
支
給)

■
持
ち
物

・

お
持
ち
の
障
害
者
手
帳

・
保
護
者
名
義
の
金
融
機
関
の
預
金
通
帳

・
印
鑑

■
申
請
場
所

福
祉
介
護
課
（
本
庁
舎
）

勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
福
祉
課

■
そ
の
他

受
給
に
関
し
て
所
得
制
限
が
あ
る
た
め

申
請
を
い
た
だ
い
た
際
に
、
所
得
の
確
認

を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
介
護
課
　
障
害
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
６
７

■
日
　
程
（
全
４
回
）

・
基
礎
編

５
月
19
日
（
土
）
20
日
（
日
）

・
応
用
編

５
月
26
日
（
土
）
27
日
（
日
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
朝
日
４
‐
５
‐
２
１

■
対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
の
方

■
定
　
員
　
10
名

■
受
講
料
　
無
料

■
締
切
日
　
４
月
20
日
（
金
）
ま
で

■
そ
の
他

託
児
室
（
就
学
前
児
童
）
を
用
意
し
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
書
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
０
１
４

■
日
　
時
　

６
月
～
10
月
（
原
則
毎
週
土
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

■
場
　
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
朝
日
４
‐
５
‐
２
１

■
対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
の
方

■
定
　
員
　
20
名

■
受
講
料
　
７，

０
０
０
円

■
そ
の
他

託
児
室
（
就
学
前
児
童
）
を
用
意
し
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
書
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
　
～
５
月
７
日
（
月
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
０
１
４

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
父

子
家
庭
の
お
父
さ
ん
や
寡
婦
の
方
、
子
ど
も

を
抱
え
て
離
婚
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
時

毎
月
１
回
（
原
則
第
２
火
曜
日
）

午
後
１
時
～
４
時

※
１
人
に
つ
き
約
40
分
（
予
約
制
）

■
場
　
所

山
梨
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

甲
府
市
朝
日
４
‐
５
‐
２
１

■
対
象
者

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
及
び
寡
婦
の
方

・
子
ど
も
を
抱
え
て
離
婚
を
考
え
て
い
る
方

■
相
談
内
容

親
権
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
等
・
養
育
費

の
取
り
決
め
履
行
確
保
・
遺
産
相
続
・
金
銭

貸
借
・
Ｄ
Ｖ
等

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
０
１
４

甲
州
市
重
度
障
害
児
福
祉
手
当
及

び
甲
州
市
障
害
児
福
祉
年
金
に
つ

い
て

母
子
家
庭
等
対
象
パ
ソ
コ
ン
講
座

母
子
家
庭
等
対
象
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
講
座

ひ
と
り
親
家
庭
・
寡
婦
の
み
な
さ

ん
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
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■
日
　
時

４
月
17
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場
　
所

勝
沼
市
民
会
館
　
１
階
　
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員

６
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
）

■
そ
の
他

・
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
完
全
予
約
制
で

す
。
４
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

た
い
の
で
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課

市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な

ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開

設
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
４
月
20
日
（
金
）

午
前
の
部

午
前
９
時
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎

１
階

市
民
相
談
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員
　
12
名

■
内
　
容

消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、
訪
問
販

売
、
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
契
約
等
に

関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、
多

重
債
務
な
ど

■
そ
の
他

・
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分
。

・
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
完
全
予
約

制
で
す
。

・
４
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項

を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

の
雇
用
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
雇
用
保
険
料
率

・
一
般
の
事
業
　
　
１
３．

５
／
１
０
０
０

※
事
業
主
負
担
率
　
　
８．

５
／
１
０
０
０

※
被
保
険
者
負
担
率
　
　
　
５
／
１
０
０
０

・
農
林
水
産
・
清
酒
製
造
の
事
業

１
５．

５
／
１
０
０
０

※
事
業
主
負
担
率
　
　
９．

５
／
１
０
０
０

※
被
保
険
者
負
担
率
　
　
　
６
／
１
０
０
０

・
建
設
の
事
業
　
　
１
６．

５
／
１
０
０
０

※
事
業
主
負
担
率
　
１
０．

５
／
１
０
０
０

※
被
保
険
者
負
担
率
　
　
　
６
／
１
０
０
０

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
労
働
局
　
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
２

塩
山
公
共
職
業
安
定
所

☎
33
‐
８
６
０
９

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
消
費
生
活
の
相
談
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
相
談
内
容

（
４
月
～
９
月

相
談
件
数
２，

２
８
３
件)

①
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ

携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐

欺
な
ど

②
融
資
サ
ー
ビ
ス

サ
ラ
金
、
ヤ
ミ
金
、
多
重
債
務
問
題
な
ど

③
預
金
・
証
券
等

預
金
、
投
資
信
託
、
社
債
、
未
公
開
株
な
ど

④
戸
建
住
宅

新
築
建
売
住
宅
、
中
古
住
宅
、
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど

⑤
自
動
車

新
車
・
中
古
車
の
販
売
、
整
備
、
修
理
、

下
取
り
な
ど

※
近
年
、
自
宅
に
い
る
こ
と
の
多
い
高
齢
者

が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
、
山
梨
県
県
民
生
活
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
は
市
民
生
活
課
、
市
民
生
活

担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
８
４
５
５

市
民
生
活
課

市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

☎
32
‐
２
１
１
１(

内
線
１
０
８
・
１
０
９)

無
料
法
律
相
談

無
料
消
費
生
活
相
談

平
成
24
年
度
雇
用
保
険
料
率
改
定

どなたでも参加できます
塩山市民病院 糖尿病教室
塩山市民病院は、糖尿

病にならない工夫や上手
に血糖コントロールする
ための方法等を、わかり
やすく学べる教室を開催
しています。お気軽にご
参加ください。
■開催日　毎週火曜日

午後１時３０分～２時４０分
※１時間の予定

■場　所　塩山市民病院　３階　視聴覚室
■内　容

第１週「食事療法の基礎」（管理栄養士）
第２週「糖尿病とその合併症」（医師）
第３週「検査・薬物療法」

（検査技師・薬剤師）
第５週「運動療法と日常生活上の注意」

（看護師担当）
■参加費　無料
■協　力　甲州市
◆お問い合わせ先

塩山市民病院（担当　古明地）

☎３２‐５１１１（内２０２）

や
ま
な
し
消
費
生
活
注
意
報



新入学児童等の犯罪被害防止
全国的に子どもが被害に遭ったり、子どもの安

全が脅かされたりする犯罪が後を絶ちません。子
どもに対する被害防止教育を行い、自分を守るた
めの力を身につけさせましょう。

警察では、防犯教室・防犯指導において、児童
たちに「イカのおすし」を合い言葉に被害防止教
育を行っています。

知らない人について行かない。

知らない人の車に乗らない。

「助けて」と大きな声をだす。

防犯ブザーを鳴らす。

こわかったら大人のいる方にす

ぐ逃げる。

どんな人が何をしたか、家の人

に知らせる。

平成２４年度

山梨県警察官採用試験
【警察官Ａ 平成25年4月採用 第1回】

■受付期間　　　4月20日（金）まで

■第１次試験日　5月13日（日）
■受験資格

昭和５７年４月２日以降の生まれで大学を卒業
した方、または卒業見込みの方。
■採用予定人員

男性 ４１名程度　　女性 ４名程度
■採用試験案内請求など試験に関するお問合せ先

日下部警察署　警務課　採用試験担当
☎２２‐０１１０（代表）

イカ・・行かない

の ・・乗らない

お ・・大声で叫ぶ

す ・・すぐ逃げる

し ・・知らせる

25 広報こうしゅう

不動産無料相談
■日　時　4月19日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

iinnffoorrmmaatt iioonn
温かな善意 ありがとうございました
◎社会福祉事業へ
・反田公紀さん（下塩後）
・市内の匿名の方からご寄附をいただきました。

◎甲州市社会福祉協議会へ
・武居美保子さん（藤　木）
・神金小学校児童会
・大村　欣弥さん（　山　）

◎勝沼氏館跡整備事業へ
・山田　　鼎さん（兵庫県）

愛の献血にご協力をお願いします
■日　時　4月27日（金）

午前９時３０分～１１時３０分
午後１２時３０分～１５時３０分

■場　所　勝沼地域総合局前駐車場
■持ち物　運転免許証等本人確認のできるもの
※献血手帳をお持ちの方はご持参ください）
■主　催　甲州市勝沼地域総合局
■協　力　勝沼大和ライオンズクラブ

甲州市日赤奉仕団勝沼分団
※ご本人の体調等も考慮し、献血にご協力いただ
けるか否かの判断は当日に、検診医が最終的な判
断を行いますのでご理解ください。

日下部警察暑・各種防犯団体

自転車・バイクは
ツーロック！

みんなでつくろう安全・安心のまち
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塩山図書館、甘草屋敷子ども図書館
蔵書点検による休館のお知らせ

４月１０日（火）から２０日（金）は、蔵書

点検作業のため休館させていただきます。ご迷

惑をおかけいたしますが、ご協力をお願いしま

す。

勝沼図書館ブックリサイクル
読み終えた本はありませんか？
勝沼図書館では、５月３日（木）～５日（土）

にブックリサイクルを開催します。

みなさんのお宅に、読み終えて不要になった

本（週刊誌・雑誌・マンガ雑誌は除く）があり

ましたら４月１７日（火）～４月２６日（木）

の期間中、図書館カウンター

まで合計冊数を数えてお持ち

ください。（月曜日は除きま

す。）多くの方々のご協力を

お待ちしています。
甘草屋敷子ども図書館
７月で開館10周年を迎えます

甘草屋敷子ども図書館は、７月に開館１０周

年を迎えることから、様々なイベントを予定し

ています。ぜひ、足をお運びください。
村田エミコ木版画展「おばあちゃんちの縁側」
■日　時　5月7日（月）まで
■場　所　甘草屋敷子ども図書館　ギャラリー
■内　容　版画家・村田エミコ氏による木版画展
甘草屋敷子ども図書館「パークライブラリー」
■日　時　5月3日（木）～6日（日）

午前１０時～午後４時
■場　所　甘草屋敷　敷地内
■内　容

子ども図書館の縁側や前庭のベンチ、芝生の
上･･････いつもとちょっと違う場所で本を読ん
でみませんか？子ども図書館の絵本と一緒に甘
草屋敷の敷地内に用意した読む場所も貸し出し
ます。※雨天の場合は中止します。

図書館の雑誌をお譲りします
塩山図書館 雑誌リサイクル市
■日　時　4月21日（土）

午前１０時～午後４時

■場　所　甲州市民文化会館　ロビー

■内　容　塩山図書館で所蔵している雑誌のう

ち、平成２２年度以前のものをお譲りします。

（一部雑誌は除かせていただきます。）

※あわせて、図書館友の会主催の「ブックフリ

ーマーケット」も開催します。塩山図書館にて、

ご家庭で不要になった図書の献本を受け付けて

います。（雑誌・書き込み・汚損のあるものは

除く）詳しくは塩山図書館まで！

勝沼図書館
カムカムクラブ会員募集

カムカムクラブは、勝沼図書館を拠点にし、

様々な活動と読書アニマシオンを通して「自ら

学ぶ子ども」を育てる子ども読書クラブです。

今年度も会員を募集します。

本のクイズ大会や図書館スタッフ体験、市内

探検など、本に関連した楽しい活動を月１回行

います。

■募集対象（定員　２０名）

４月から小学校３・４年生になる児童

■参加費用

クラブ費２，０００円（記念品としての図書

購入費・保険代・活動費雑費を含む）

■申し込み

４月１日（日）午前１０時より、勝沼図書館

で受け付けを開始します。

大和図書館
武田勝頼公に関する図書展
■開催期間　4月1日（日）～26日（木）

勝頼公および武田家に関する図書を、展示・

紹介します。ぜひご覧ください。

・大和図書館開館時間のお知らせ・
大和図書館は、４月から９月までの期間、火

曜日から金曜日の開館時間が午前１０時から午

後６時までとなります。

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
24
年
４
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
　
政
策
秘
書
課
　
秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

28
ホームページアドレス　http : / /www.city .koshu .yamanashi . jp メールアドレス　info@city .koshu .yamanashi . jp

やんちゃ坊主と泣き虫お嬢ち
ゃん。兄妹仲良く、これからも
元気な笑顔を皆に届けてね♡

父・宗弘さん、母・亜耶乃さん
（下於曽）

６月にお姉ちゃんになる詩織。
妹をたくさんかわいがってね。
これからも元気に遊んで大きく
なってね。

父・和外さん、母・ひとみさん
（小佐手）

唯ちゃん１歳のお誕生日おめ
でとう。これからも笑顔いっぱ
いで元気に育ってね！

父・幸也さん、母・香理さん
（下於曽）

姉弟とっても仲良し♪いつま
でも姉弟仲良しでいてね。そし
て家族みんな仲良しでいようね。 

父・剛史さん、母・久実さん
（上塩後）

もうすぐ１歳☆これからもい
っぱい遊んで笑って泣いて一緒
に成長しよう！

父・浩章さん、母・秋野さん
（下於曽）

手塚
てづか

結
ゆい

ちゃん (４歳)綸
りん

くん (１歳)

廣瀬
ひろせ

加偉
かい

くん（１１ヶ月)

いつもなかよしな二人。いつ
までもなかよくしようね。

父・純一さん、母・若菜さん
（西広門田）

荻原
おぎはら

ゆうちゃん (５歳)りんちゃん (３歳)

石田
いしだ

詩織
しおり

ちゃん（１歳)

吉田
よしだ

大翔
ひろと

くん (４歳)美愛
みあ

ちゃん (２歳)

小林
こばやし

唯理
ゆいり

ちゃん（１歳)
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